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どう作の経営組織, 面積規模, 品種, 栽培法組織および集約度におよぼした影響を追求し, 諸種の文献,
統計資料 および各地の 実態調査資料を駆使してぶどう作経営がどのように適応し発展してきたかを導入
期, 成長期, 成熟期の三段階にわけて明確にしている｡
現状分析においては, ぶどう作の経営的, 技術的特質を他の果樹作部門との比較を通じて明確にし, さ
らに各種立地条件の下でのぶどう作の適正規模, 適正品種および栽培法組織を明らかにしている｡
その過程に おいて適正規模を 決定する技術的阻害条件を追求し, また 実際の経営が平均規模を小さく




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国のぶどう作については, 各分野からの研究がなされているが, 明治以降最近に至る農業経営の展
開として, 一貫して総合的にすすめられたものはなかった｡
著者はぶどう作を一つの農業経営部門としてとらえ, 外部的経済条件の変化に対応した経営組織の発展
過程として綿密に検討し, 多くの知見を得ている｡
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詳細な資料に基づく著者の分析的研究は, わが国ぶとう作の発展において雇用労働に依存した大塊模ぶ
どう作専業経営が裏返し, 外部的経済条件および技術の進歩, とくに新しい品種の導入育成とともに高級
品質化, 成熟出荷の時期的移動分散化を通じて比較的小面積のぶどう作部門にいっそう多くの家族労働を
投入する傾向をもって, 農業経常所得を増大してきたこと庭実証した｡
著者はぶどう作の温室経営に対しても同じ原理によって解明されることを示し‥しかもわが国温室ぶど
う作は露地ぶどう作にくらべて発展類型上, なお成熟期に至らず, 狭い特産地を形成している事実を経営
理論的に考察し, 実証的に明らかにした｡
本論文はぶどう作経営の発展について農業経営規模論ならびに集約度論として解明し, 多くの知見を得
ているばかりでなる, わが国ぶどう作の採来に対する経営発展の方向についても予測を与え, 農業経営学
ならびにわが国ぶどう作経営の進歩に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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